
■ 県立療育福祉センター及び中央児童相談所について、利用者のニーズに合った機能及び支援のより良いあり方を 
 検討するため、平成２２年３月から検討を開始した。 
■ 検討事項のうち、「児童相談部門の今後のあり方」について、『中間報告』をまとめる。 

児
童
相
談
部
門 

最
終
報
告
書 

（平
成
24
年
夏
頃
） 

 県立療育福祉センター及び中央児童相談所の 
今後のあり方を考える会の検討経過 
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○児童福祉施設との 
   連携 
○一時保護 

○障害と虐待等の 
 重複ケースへの対応 
○保護者への支援 
○人材育成 
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医師確保 
発達障害者支援 
（第10回） 

小児科・整形外科
報告書 

小児科・整形外科 
専門委員会 
H23.6～8 

中間報告書 
（第12～13回） 

○重症心身障害児、 
  肢体不自由児の医療機能 

医療機能については、 
知的障害や視聴覚障害に 
ついても検討する必要 

「両機関のより良い連携の方法」を
検討する必要 
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療育福祉センターは、障害に関す
る「専門療育機関としての機能」
を検討する必要 

中間報告（案）を踏まえた 
今後のあり方の検討 

検討経過 
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中央児童相談所に障害児部門を
統合した後のあり方を検討する必
要 

新 


